
知覚と意識の階梯・四つの私 「霊魂と繋がる私」即ち鏡である私達の意識状態の段階（セルフエピグノーシスの段階）

(次元・波動）

本能的自己意識段階
（本能の私）

動物的・本能的思考や行動 「霊魂と繋がる私」は完全に動物脳に一体化している本能的状態。

⇓

潜在意識的自己意識段階
（記憶の私）

受動思考・受動行為・記憶の
反応
（日常の覚醒時及び夢見時）

⇓
意識的自己意識段階
（サイコノエティック体の私）

能動思考・能動行為

⇓
超感覚的観照者意識段階
（コーザル体の私・観照者の
私）

超感覚的思考・高次思考
超感覚的行為・高次行為

⇓

超意識的汎意識段階
（霊魂の私ソウルセルフエピグ
ノーシス）

彼岸・実相世界の目
（賢者達の教え）

※通常私達「霊魂と繋がる私」は、脳と結合し一体化しているので、脳と潜在意識の記憶の反応しか知覚していま
　せん。通常私達の思考は脳の限定された知覚を基底としているため、この知覚以外を知ることは出来ないのです。
　これ以上の高次の知覚、それは超感覚や超意識の事ですが、その高次知覚は私達のサイコノエティック体が再
　形成されていない限りは認識出来ません。覚醒していない私達の文化や科学も三つの脳及び潜在意識の記憶（
　受動思考）に限定されてしまっています。私達のサイコノエティック体が再形成されていない限りは私達の思うこ
　と行うこと　のすべてはこの記憶の反応（自他の分離）といえます。

記憶の反応。「霊魂と繋がる私」は脳及び脳が受信した記憶と一体化している。私達人類の
社会、文化、システムはこの記憶の私によって成立している。カルマ・ＤＮＡによってプログラムさ
れ起こっている出来事や行為、思考を私が思考し行為してと錯覚しているのが記憶であり、
「霊魂と繋がる私」はこの記憶の反応の私を自分自身だと固く信じ込んでいる。

「霊魂と繋がる私」のサイコノエティック体は余り形成されていないが若干動き出している段
階。「霊魂と繋がる私」の意識と従来の記憶からの受動思考や受動行為が混合している段階。
この段階では正しい思考、正しい行為、五正行が推奨される。意識を徐々に使用できる段階。

「霊魂と繋がる私」のサイコノエティック体が再形成され「霊魂と繋がる私」は本体である霊魂の
意志によって思考や行為が使用できる段階。三体が整合しつつある状態。従って行為は「私は
なにもしておらず、内なる神がそれを為すなり」となる。

「霊魂と繋がる私」が私の本体である自他の分離が無い霊魂に繋がり、肉体、霊的身体、
と霊魂が統合し、本体の私即ち霊魂の私（インパーソナルの私）が知覚し思考し行為し
ている。この超意識で見たとき「見るものは見られるものである」、「主体は客体」である。
となって「私はあなた」「立ち向かう人の心は鏡なり己の姿を映してや見ん」等の超知覚となる。


